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能登里山里海未来創造センター

2

令和6年能登半島地震によって、こころの不
調を抱えることになった方々を心理面から
支援する全学的チーム。個人の支援ととも
に集団の支援を行う。

メンバーは、公認心理師の資
格を持ち、カウンセリング業
務を行える金沢大学の教員等
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対象：教職員（⼤学、附属学校園、
附属病院、附属施設）

KEYPAT相談窓⼝（メール）
KEYPATコアメンバー（保健管理センター）

担当：理事
学校教育以外の公認⼼理師
産業保健師
産業医

報告書をKEYPATコアメンバーが集約し、アセスメ
ントの上、さらに必要な⽀援を検討

チームC

医療的コンサルテーションが必要な場合は各事業所
産業医と連携（⾓間地区、鶴間地区、平和町地区、
兼六園下地区：宝町地区（附属病院））

運営サポート
（学⽣⽀援課）

チームD
本学の「学習⽀援」に対応した
メンタル⽀援（学外）

担当：コアチーム他
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KEYPAT

チームB
対象：附属学校園児童・⽣徒、
保護者

担当：学校教育学類
学類⻑、総括⻑
学校教育の公認⼼理師
養護教諭
SC

チームA
対象：⼤学⽣、⼤学院⽣、そ
の他（留学⽣含む）、家族

担当：保健管理センター学⽣
相談

英語でのカウンセリング
⽉、⾦ 13:00- 17:00

個⼈の⽀援（カウンセリング）

誰も取り残さない支援体制



集団の支援
個人に対する支援が届かない人たちがいるため、集団に対する支援が必要
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2024/4/18 ウェルカム・コンサート



2024/5/16、23、28
「野菜たっぷり簡単朝食スープ
試食会」を実施

金沢大学学生支援プロ
グラム（KUSSP)と
共催企画

石川県栄養士会から
災害支援の申し出を
いただき、物資を配布

7



2024/6/18 留学生への支援プログラムを開催

ストレス・マネジメントワークショップの様⼦ ⾷料品⽀援の状況
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2024/10/10 KEYPATプログラム
「ストレスマネジメント（リラクセーション）」

自然科学系図書館G1オープンスタジオ
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2024/12/12、16 アニバーサリー反応に備えたプログラム
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被災地での支援
• 発災後６か月を経て、学内における急性期の支援を求める要望は減少し、

保健管理センターの通常のメンタルヘルス・ケアに移行した

• 医療につながる前の予防的なこころのケアを被災地で開始した

11



KEYPATの支援先
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県立輪島高等学校での活動

• 校長、養護教諭、相談課教諭へのコンサルテーションと、探求授業（街づくりプ
ロジェクト：街プロ）に参加して学生の見守り。

県立輪島高等学校
• 7月時点も避難所として機能
• 建物に多数の重大な損傷あり
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2024/11/2 県立輪島高等学校
2年生による街プロ中間発表



珠洲市役所での支援活動
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珠洲市役所の産業医、看護師、総務課事務職員と連携して、職員面談を実施（公認心理師、
産業医としての業務）



県立七尾特別支援学校珠洲分校と県立飯田高等学校の養護
教諭、管理職へのコンサルテーション業務

県立七尾特別支援学校珠洲分校
（珠洲市鵜飼 移転前）

県立飯田高等学校（移転先）
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特別支援学校珠洲分校は、校舎の脆弱性が判明し、急遽の移転を余儀なくされた



KEYPATの相談件数

（2025.1.10現在）
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チームA チームB チームC チームD コンサル

2025/1/10までの相談件数
チームA（学⽣・家族）：73件、チームB（附属学校園児童・⽣徒・保護者）：61件,
チームC（⼤学教職員・家族）：33件、チームD（被災地・集団）：12件、
コンサル51件 計230件

第1期
学内個別相談
（ポストベンション）

第2期
健康調査分析
助成金への応募

第3期
奥能登での支援

第4期
水害後の支援と
ｱﾆﾊﾞｰｻﾘｰ反応への対応
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集団の支援

•学内支援
• ストレスマネジメント：3回

• コンサート（フルートとピアノ）：３回

• 講演会：３回

• 食育プログラム：14回

• 留学生に特化した支援プログラム：１回

•被災地支援
• コンサートとストレスマネジメント（県立飯田高等学校）：１回
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KEYPATの学術活動
情報を発信し続けなければ、能登の現状は忘れ去られてしまう
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学術活動

•被災の有無を含めた学生健康診断の健康調査（2024.3-4月）

•被災の有無を含めた教職員の健康調査（2024.4-5月）

• JICAによるトルコ青年省招聘Webミーティング（2024/9/3）

•国内の学会でKEYPATの活動と研究成果を報告

（2024年は計７回の学会発表）

• 2024.12.5-6に秋田市で開催された第46回全国大学メンタルヘルス
学会総会では、KEYPATの発表に対して栄誉ある学会賞（岡庭賞）
が贈られた
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2024/9/3 JICAによるトルコ青年省招聘Webミーティング

KEYPATのこころのケアを紹介
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2024/10/14 金沢大学公開市民講座
「復興に向けたメンタルヘルスケア」

しいのき迎賓館
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災害の記憶が⾵化しないようにする活動



KEYPATの展望

• 地元の支援者や金沢大学の他部門との協
力をさらに広げ、復旧・復興に貢献する。
コミュニケーションの促進が重要。

• 被災地支援の体験、ノウハウ、成功や失
敗の経験をパッケージ化して、次の被災
地に引継ぐ準備を進める。

• KEYPATコアメンバーが進めていた ここ
ろの状態、精神的疲労を心拍変動から数
値化する研究成果（ランダム化比較試
験）が英文国際誌に掲載された
（2025.1.24 米国東部時間 2PM）。今後、
自覚されにくい疲労やこころの変調を客
観的に測る方法として社会実装を進める。
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大規模災害から復旧・復興

2024.1.1
大地震

2024.9.
豪雨

被災者と支援者へのこころのケア



KEYPAT(Kanazawa Educational Yell Psychological Assistance Team)
能登半島地震・能登半島水害によって、こころの不調を抱えることになった方々を支援する金沢大学の全学的チーム

（公式）です。

公認心理師を中心に構成されています。

ご清聴ありがとうございました。

KEYPAT
Email: KEYPAT-info@ml.kanazawa-u.ac.jp

X account: @KEYPAT468342


